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お

知

ら

せ

東
北
風
景
写
真
家
協
会
企
画
撮
影
ツ
ア
ー
報
告

西
伊
豆
か
ら
撮
る

海
と
富
士
山
の
絶
景
コ
ラ
ボ
？

第
８
回
定
期
総
会
報
告

★
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

上
位
入
選
者

フ
ォ
ト
コ
ン
誌
３
月
号

組
写
真
の
部

入
選

佐
藤

登

「
霜
月
神
楽
夜
舞
」

★
新
規
入
会
会
員
紹
介

宮
城
県
名
取
市

上
杉

勝
子

★
新
規
入
会
会
員
募
集

現
在
の
会
員
数
は
新
規
入
会
の

上
杉
会
員
を
含
め
て
１
０
４
名

で
、
前
年
度
よ
り
減
っ
て
き
て

お
り
ま
す
。
是
非
共
会
員
皆
様

の
お
知
り
合
い
の
方
に
お
声
掛

け
戴
き
、
会
の
発
展
に
ご
協
力

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

★
進
藤
弘
融
会
員
個
展
開
催

ア
ー
ト
ペ
ー
パ
プ
リ
ン
ト
作
品

「
あ
ら
！
伊
達
な
ア
ー
ト
紙
物

語
」
ア
ー
ト
用
紙
１
０
品
種
に

Ａ
３
の
び
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト

し
た
作
品
５
１
点
を
展
示
。

期
間
：
４
月
１
日
（
水
）
～

１
４
日
（
火
）
午
前
９
時
３
０

分
～
午
後
６
時
迄
（
最
終
日
は

午
後
３
時
迄
・
日
曜
日
休
館
）

場
所
：
ニ
コ
ン
プ
ラ
ザ
仙
台

フ
ォ
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

Ａ
Ｅ
Ｒ
（
ア
エ
ル
２
９
階
）

★
第
１
０
回
美
し
い
風
景
写
真

１
０
０
人
展
・
仙
台
展
開
催

春
・
夏
２
月
２
６
日
（
木
）
～

３
月
３
日
（
火
）

秋
・
冬
３
月
５
日
（
木
）
～

３
月
１
０
日
（
火
）

１
０
・
０
０
～
１
７
・
３
０

場
所
・
富
士
フ
イ
ル
ム

フ
ォ
ト
サ
ロ
ン
仙
台

土
・
日
・
祝
日
は
休
館

２
月
２
２
日
（
日
）
第
９
回

定
期
総
会
を
戦
災
復
興
記
念
館

４
階
研
修
室
に
て
開
催
。
当
初

１
月
２
５
日
に
日
立
シ
ス
テ
ム

ズ
ホ
ー
ル
仙
台
の
エ
ッ
グ
ホ
ー

ル
に
て
開
催
の
予
定
で
し
た

が
、
予
約
で
の
手
違
い
で
開
催

日
が
変
更
に
な
り
、
ご
迷
惑
を

お
掛
け
し
お
詫
び
致
し
ま
す
。

総
会
前
に
椎
名
顧
問
の
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
。
終
了
後
午
後
４

時
１
５
分
よ
り
岡
部
幹
事
の
司

会
に
て
開
会
宣
言
。
竹
内
会
長

か
ら
「
第
９
回
の
総
会
で
普
通

で
す
と
１
０
年
を
迎
え
る
の
は

一
番
難
し
い
こ
と
が
多
い
が
、

皆
様
の
ご
協
力
で
順
調
に
運
営

致
し
て
お
り
ま
す
。
是
非
今
後

と
も
皆
様
か
ら
い
ろ
い
ろ
ご
意

見
や
ご
要
望
を
頂
き
進
め
て
い

き
た
い
の
で
宜
し
く
お
願
い
し

ま
す
」
と
ご
挨
拶
頂
い
た
。

引
き
続
き
定
足
数
を
確
認

（
出
席
者
６
０
名
委
任
状
３
０

人
在
籍
会
員
１
０
３
名
）
総
会

の
成
立
を
報
告
。
議
長
選
任
で

事
務
局
一
任
に
て
丸
山
副
会
長

を
選
出
。
議
事
に
移
っ
た
。

最
初
に
丸
山
議
長
よ
り
議
案

は
（
１
）
か
ら
（
５
）
ま
で
説

明
を
受
け
て
一
括
質
問
と
承
諾

の
確
認
を
お
願
い
し
た
い
旨
話

が
出
て
、
了
承
を
得
ま
し
た
。

（
１
）
平
成
２
６
年
度
事
業
報

告
及
び
（
２
）
２
６
年
度
収
支

報
告
を
進
藤
幹
事
長
が
代
表
し

て
報
告
。
引
続
き
（
３
）
会
計

監
査
報
告
を
佐
々
木
監
事
よ
り

必
要
資
料
を
慎
重
に
監
査
し
、

正
確
に
処
理
さ
れ
て
い
た
旨
報

告
さ
れ
た
。
（
４
）
２
７
年
度

事
業
計
画
（
案
）
（
５
）
２
７

年
度
収
支
計
画
（
案
）
を
進
藤

幹
事
長
が
説
明
。
質
問
の
受
け

答
え
を
得
て
一
括
承
認
を
得
ま

し
た
。
（
６
）
役
員
交
代
は
今

年
度
は
な
い
年
度
で
し
た
が
、

藤
枝
編
集
担
当
幹
事
の
ご
都
合

で
退
任
要
請
が
あ
り
、
打
合
せ

の
結
果
、
阿
部
和
之
会
計
監
査

に
編
集
担
当
を
お
願
い
し
、
古

山
善
一
郎
前
監
事
に
会
計
監
査

を
お
願
い
す
る
こ
と
で
了
承
を

得
ま
し
た
。
（
７
）
の
そ
の
他

は
無
か
っ
た
の
で
総
会
は
終
了

し
、
閉
会
。
そ
の
後
、
参
加
希

望
者
で
仙
台
ラ
イ
オ
ン
一
番
町

店
に
移
動
し
、
午
後
６
時
よ
り

椎
名
先
生
も
交
え
て
懇
親
会
を

開
催
、
楽
し
み
の
籤
引
き
も
交

え
て
楽
し
い
一
夜
を
過
ご
し
ま

し
た
。

毎
年
実
施
し
て
お
り
ま
す

富
士
山
撮
影
ツ
ア
ー
、
今
回

初
め
て
西
伊
豆
経
由
で
の
海

越
え
富
士
山
撮
影
が
出
来
る

と
参
加
の
皆
さ
ん
は
大
い
に

期
待
し
て
い
た
の
で
す
が
！

前
日
ま
で
の
天
気
予
報
で

は
、
出
発
日
の
１
月
２
１
日

・
２
２
日
は
曇
り
ま
た
は

雨
、
２
３
日
が
曇
り
か
ら
晴

れ
の
予
報
で
、
昨
年
、
一
昨

年
の
箱
根
経
由
富
士
山
撮
影

ツ
ア
ー
と
同
じ
状
況
。
今
回

の
参
加
者
は
竹
内
・
丸
山
両

講
師
を
除
き
２
３
名
（
男
・

女
ほ
ぼ
半
数
）
。
出
発
当
日

の
仙
台
は
晴
れ
て
い
た
の
で

す
が
、
東
北
道
、
首
都
高
、

東
名
と
進
む
に
連
れ
て
雲
が

多
く
な
っ
て
暗
さ
が
増
し
て

き
ま
し
た
。
新
東
名
道
か
ら

沼
津
Ｉ
Ｃ
～
修
善
寺
経
由
に

て
最
初
の
撮
影
地
「
だ
る
ま

山
高
原
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
」
に

到
着
。
小
雨
に
濡
れ
た
木
々

や
道
路
を
見
な
が
ら
カ
メ
ラ

を
持
っ
て
展
望
台
に
向
か
い

ま
し
た
が
、
や
は
り
富
士
山

は
雲
に
覆
わ
れ
て
す
そ
野
が

海
の
向
こ
う
に
微
か
に
見
え

る
だ
け
。
仕
方
な
く
記
録
と

し
て
見
え
な
い
富
士
山
と
周

り
に
見
え
る
雲
が
た
な
び
く

山
々
や
駿
河
湾
を
撮
影
。

本
日
の
宿
泊
先
で
本
来
な

ら
富
士
山
の
ビ
ユ
ー
ポ
イ
ン

ト
で
あ
る
戸
田
に
向
か
い
、

海
の
ホ
テ
ル
「
い
さ
ば
」
に

到
達
。
荷
物
を
各
部
屋
に
置

い
て
、
各
自
ホ
テ
ル
か
ら
戸

田
港
や
海
沿
い
の
堤
防
に
。

夕
日
が
雲
の
奥
か
ら
わ
ず
か

に
赤
く
色
を
染
め
て
海
面
に

反
射
す
る
景
色
を
撮
れ
ま
し

た
が
、
富
士
山
は
隠
れ
た
ま

ま
。
有
名
な
高
足
ガ
ニ
漁
の

漁
船
や
灯
台
、
神
社
や
砂
浜

な
ど
撮
影
。
夜
の
食
事
が
唯

一
の
楽
し
み
で
し
た
。

翌
朝
は
雨
で
早
朝
撮
影
は

フ
リ
ー
。
計
画
で
は
土
肥
港

か
ら
清
水
港
の
予
定
が
船
の

定
期
点
検
の
為
戸
田
港
か
ら

沼
津
港
へ
の
沿
岸
遊
覧
船
に

変
更
。
船
に
付
い
て
来
る
鴎

や
沿
岸
風
景
、
船
か
ら
の
波

等
普
段
見
ら
れ
な
い
も
の
を

撮
影
。
そ
の
後
沼
津
か
ら
三

保
の
松
原
へ
。
松
原
保
護
の

為
に
バ
ス
の
駐
車
場
か
ら
天

女
の
松
原
海
岸
ま
で
２
０
分

ほ
ど
歩
い
て
撮
影
し
ま
し

た
。
こ
ち
ら
も
富
士
山
が
見

え
れ
ば
松
と
海
岸
を
入
れ
た

美
し
い
風
景
が
写
せ
る
の
で

す
が
？
残
念
。
沼
津
港
に
て

豪
華
な
鮪
刺
身
定
食
を
堪

能
。
次
は
宿
泊
先
の
田
貫
湖

に
あ
る
休
暇
村
富
士
へ
。

こ
ち
ら
も
雲
に
覆
わ
れ
て

下
の
方
は
見
え
る
の
で
す
が

肝
心
の
頂
上
付
近
は
見
え

ず
。
星
の
撮
影
、
早
朝
撮
影

も
駄
目
で
し
た
。
竹
内
、
丸

山
両
講
師
は
元
気
が
有
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
休
暇
村
を

出
発
す
る
時
点
で
天
候
は
急

回
復
。
富
士
山
が
綺
麗
に
見

え
だ
し
ま
し
た
。
急
遽
、
忍

野
村
へ
行
く
前
に
本
栖
湖
に

急
行
。
こ
ち
ら
で
き
れ
い
に

見
え
る
富
士
山
を
撮
る
こ
と

が
出
来
、
両
講
師
は
安
堵
。

忍
野
村
で
は
旧
家
と
富
士
山

の
コ
ラ
ボ
等
を
撮
り
、
丸
山

支
店
長
担
当
の
干
し
あ
ん
ず

屋
さ
ん
で
コ
ー
ヒ
ー
や
試
食

を
楽
し
ん
で
帰
途
に
着
き
ま

し
た
。
両
講
師
様
大
変
お
疲

れ
様
で
し
た
。

椎
名
亮
介
先
生

ス
ラ
イ
ド
＆
ト
ー
ク
セ
ミ
ナ
ー

「
花
と
自
然
風
景
」
講
演
内
容
要
約

進
藤
弘
融

テ
ー
マ
は
「
花
と
自
然
風

景
」
で
地
元
白
河
に
て
女
性

会
員
だ
け
の
花
を
撮
る
会
を

結
成
し
、
教
え
て
お
ら
れ
る

と
の
こ
と
。
花
の
撮
影
は
思

う
よ
う
に
い
か
ず
難
し
く
特

に
男
性
は
苦
手
。
最
初
に
風

景
写
真
塾
「
花
の
撮
り
方
」

教
室
で
作
成
し
た
メ
モ
用
紙

を
参
加
者
に
配
布
し
、
一
つ

の
作
品
に
仕
上
げ
る
撮
り
方

を
説
明
さ
れ
た
。

花
撮
り
小
道
具

１
．
う
ち
わ
の
活
用
。
表
に

ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
、
裏
に
黒
紙

貼
付
け
、
レ
フ
板
の
み
で
な

く
、
光
の
調
節
、
遮
光
に
も

使
用
。
紐
を
つ
け
て
持
参
。

２
．
園
芸
棒
２
～
３
本
。
１

本
に
は
Ｕ
の
字
の
ひ
っ
か
け

を
付
け
、
背
景
の
邪
魔
な
も

の
を
避
け
る
た
め
に
使
用
。

一
人
で
撮
影
出
来
る
様
に
し

て
お
く
。

３
．
霧
吹
き
、
但
し
自
然
の

し
ず
く
作
り
は
無
理
、
雨
上

が
り
か
、
曇
天
時
に
使
用
。

花
の
撮
影
は
表
情
を
よ
く
観

察
、
ど
こ
に
ポ
イ
ン
ト
を
置

い
て
撮
る
か
？
花
の
魅
力

（
美
し
さ
）
フ
ォ
ル
ム
（
姿

や
形
）
を
よ
く
見
て
撮
る
。

「
花
の
撮
り
方
」
７
つ
の
ポ

イ
ン
ト

１
．
美
し
い
花
を
探
し
て
撮

る
。
（
魅
力
あ
る
模
様
。
開

き
方
も
ポ
イ
ン
ト
、
咲
始
め

と
終
わ
り
時
に
姿
・
形
が
変

わ
っ
て
く
る
）

２
．
複
雑
な
背
景
は
避
け
て

撮
る
（
絞
り
開
放
や
園
芸
棒

の
活
用
）

３
．
カ
メ
ラ
ア
ン
グ
ル
は
花

の
目
線
で
撮
る
。
（
花
は
低

く
咲
く
の
で
そ
の
目
線
で
撮

る
）

４
．
ピ
ン
ト
合
わ
せ
は
蕊

（
シ
ベ
）
を
ポ
イ
ン
ト
に
し

て
撮
る
。

５
．
絞
り
を
開
け
背
景
を
ぼ

か
し
て
撮
る
。
（
花
は
一
輪

か
二
輪
か
で
違
い
は
あ
り
何

枚
か
条
件
を
変
え
て
撮
る
）

６
．
背
景
を
生
か
し
て
撮

る
。
（
背
景
色
に
気
を
遣

う
。
・
彩
り
、
影
、
木
立
、

水
面
の
光
や
映
り
込
み
等
を

生
か
す
）

７
．
ズ
ー
ム
レ
ン
ズ
は
望
遠

側
を
使
っ
て
撮
る
。
（
マ
ク

ロ
が
無
い
時
や
遠
く
に
あ
る

花
を
撮
る
と
き
に
活
用
）

以
上
の
ポ
イ
ン
ト
に
気
を
付

け
て
撮
影
す
る
よ
う
お
話
し

さ
れ
た
。
ま
た
、
白
い
花
は

明
る
く
＋
補
正
し
て
、
光
の

回
り
加
減
、
影
な
ど
に
気
を

付
け
る
。
一
輪
の
花
で
も
三

分
割
法
、
構
図
を
気
に
す
る

こ
と
な
ど
の
お
話
し
と
持
参

さ
れ
た
作
品
の
花
の
名
前
、

撮
影
場
所
、
ア
ン
グ
ル
や

形
、
ラ
イ
ン
、
背
景
、
彩
り

等
花
そ
れ
ぞ
れ
の
撮
り
方
、

花
撮
り
小
道
具
の
活
用
し
た

状
況
等
、
説
明
を
受
け
な
が

ら
６
２
点
を
、
花
の
あ
る
美

し
い
風
景
作
品
を
２
２
点
拝

見
し
た
。
そ
の
後
、
那
須
岳

の
美
し
く
、
爽
快
、
豪
快
、

絶
景
の
四
季
の
風
景
１
６
８

点
を
時
間
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
拝

見
し
た
。
春
夏
編
で
は
駒
止

の
滝
や
峰
桜
が
美
し
く
、
４

月
か
ら
登
山
は
可
能
で
、
秋

は
人
が
多
い
が
春
は
少
な
い

の
で
撮
影
に
は
チ
ャ
ン
ス
と

の
こ
と
。
錦
秋
編
で
は
１
，

５
５
０
ｍ
に
あ
る
鏡
ヶ
池
、

美
し
い
紅
葉
、
岳
樺
、
熊
笹

と
紅
葉
の
調
和
の
あ
る
風
景

な
ど
を
拝
見
。
１
０
月
５
日

前
後
が
紅
葉
の
見
ご
ろ
と
の

こ
と
。
霧
氷
の
美
し
い
初
冬

編
で
は
美
し
い
霧
氷
の
風
景

や
茶
臼
岳
で
こ
の
時
期
だ
け

多
く
見
ら
れ
る
噴
煙
な
ど
、

１
１
月
下
旬
が
霧
氷
は
綺

麗
。
ケ
ー
ブ
ル
は
１
１
月
一

杯
ま
で
運
行
。
厳
冬
編
で
は

気
温
マ
イ
ナ
ス
２
５
℃
く
ら

い
ま
で
厳
し
く
、
頂
上
付
近

は
強
風
で
雪
が
飛
ば
さ
れ
、

岩
氷
（
エ
ビ
の
尻
尾
）
の
綺

麗
な
姿
が
映
し
出
さ
れ
た
。

最
後
に
自
宅
２
階
の
窓
か
ら

写
し
た
朝
の
光
に
輝
く
那
須

岳
画
像
で
終
了
し
た
。

本来見えるはずの富士山？

少し焼けた戸田港周辺

綺麗に姿を現した富士山

東
日
本
大
震
災

復
興
支
援
セ
ミ
ナ
ー
開
催
案
内

今
年
も
北
上
川
の
４
月
野
焼

き
に
合
わ
せ
て
復
興
支
援
セ

ミ
ナ
ー
開
催
の
準
備
を
現
在

進
め
て
お
り
ま
す
。
詳
細
が

決
ま
り
次
第
改
め
て
、
ご
案

内
い
た
し
ま
す
。
も
う
暫
く

お
待
ち
く
だ
さ
い
。
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こ
ん
な
話
、
あ
ん
な
話

第
二
十
八
話

「
認
証
シ
ス
テ
ム
の
落
と
し
穴
」

今
号
で
藤
枝
編
集
担
当
幹
事
は

退
任
さ
れ
ま
す
。
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
次
号
か
ら
阿
部
和

之
編
集
担
当
幹
事
に
代
わ
り
ま

す
。
乞
う
ご
期
待
！

編
集
後
記

写
真
美
術
館
め
ぐ
り

日
本
新
聞
博
物
館

さ
て
、
今
回
の
話
は
つ

い
最
近
あ
っ
た
「
こ
わ
ー

い
」
話
な
の
で
最
後
ま
で

是
非
読
ん
で
ほ
し
い
と
、

書
き
始
め
ま
し
た
。

会
員
の
皆
さ
ん
も
パ
ソ
コ

ン
を
日
常
の
一
部
と
し
て

何
の
疑
い
も
無
く
使
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う

い
う
小
生
も
各
種
デ
ー
タ

管
理
や
、
画
像
管
理
、
等

々
で
毎
日
お
世
話
に
な
っ

て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
皆
さ
ん
の

パ
ソ
コ
ン
（
以
下
Ｐ
Ｃ
）

の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
は
ど
の

様
に
し
て
い
ま
す
か
？
特

に
ノ
ー
ト
Ｐ
Ｃ
は
小
型
て

持
運
び
便
利
で
あ
り
、
且

つ
高
性
能
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
デ
ス
ク
ト
ッ
プ

型
に
比
べ
る
と
消
費
電
力

は
１
／
３
位
だ
そ
う
で
省

エ
ネ
に
も
貢
献
。
た
だ
、

持
運
べ
る
と
い
う
こ
と

は
、
万
が
一
紛
失
し
他
人

に
渡
る
と
、
中
身
は
丸
見

え
状
態
と
い
え
ま
す
。
そ

の
た
め
、
Ｐ
Ｃ
の
電
源
を

入
れ
、
画
面
が
立
ち
上
が

る
と
「
パ
ス
ワ
ー
ド
」
を

入
れ
る
設
定
に
な
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
で
も

「
パ
ス
ワ
ー
ド
」
も
他
人

に
知
ら
れ
る
と
簡
単
に
入

り
込
ま
れ
ま
す
。
そ
こ
で

近
年
登
場
し
た
の
が
「
指

紋
認
証
」
で
、
Ｐ
Ｃ
の
一

部
分
に
指
紋
認
証
セ
ン
サ

ー
が
あ
り
、
そ
こ
に
予
め

登
録
し
た
指
の
指
紋
を
ス

ラ
イ
ド
さ
せ
る
と
、
Ｐ
Ｃ

が
起
動
す
る
シ
ス
テ
ム
で

す
。
こ
の
ご
ろ
キ
ャ
ッ
シ

ュ
カ
ー
ド
も
掌
認
証
と
か

が
出
て
き
ま
し
た
が
、
ま

さ
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
認

証
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
進
化
で

す
。
実
は
私
の
Ｐ
Ｃ
に
も

「
指
紋
認
証
」
の
セ
ン
サ

ー
が
付
い
て
お
り
、
煩
わ

し
い
パ
ス
ワ
ー
ド
な
ど
一

々
入
れ
な
く
て
も
「
人
差

し
指
」
を
擦
る
だ
け
で
立

ち
上
が
る
か
ら
便
利
で
、

し
か
も
他
人
を
絶
対
認
識

し
な
い
の
で
「
超
安
全
」

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

と
、
こ
こ
か
ら
が
「
落

と
し
穴
」
の
本
題
な
の
で

す
。
あ
る
日
私
の
Ｐ
Ｃ
が

指
を
擦
り
付
け
て
も
認
証

不
可
と
な
り
「
あ
な
た
は

こ
の
Ｐ
Ｃ
の
所
有
者
と
し

て
認
識
し
な
い
」
と
、
言

わ
ん
ば
か
り
に
拒
否
す
る

の
で
す
。
し
か
も
そ
の
時

は
「
パ
ス
ワ
ー
ド
」
を
入

力
す
れ
ば
何
て
こ
と
は
無

い
の
で
す
が
、
指
紋
認
証

の
便
利
さ
に
「
パ
ス
ワ
ー

ド
」
を
滅
し
て
し
ま
っ
た

の
で
す
。
絶
体
絶
命
の
ピ

ン
チ
で
す
。
Ｐ
Ｃ
の
メ
ー

カ
ー
に
相
談
し
た
結
果
、

「
リ
カ
バ
リ
ー
」
す
れ
ば

復
帰
す
る
が
、
ハ
ー
ド
デ

ィ
ス
ク
（
Ｈ
Ｄ
Ｄ
）
の
デ

ー
タ
は
初
期
化
さ
れ
て
無

く
な
る
と
い
う
ご
返
事

私
的
「
写
真
の
話
し
あ
れ
こ
れ
」
Ⅲ

鈴
木

登

（
寒
気
が
走
り
ま
し
た
）
デ

ジ
タ
ル
画
像
デ
ー
タ
は
外
付

け
Ｈ
Ｄ
Ｄ
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
て
あ
る
か
ら
よ
い
が
、
そ

の
他
は
全
部
ア
ウ
ト
し
か
も

有
料
で
入
れ
込
ん
だ
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
も
再
設
定
と
な

る
。
泣
く
に
泣
け
な
い
、
ト

ホ
ホ
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
救
い
の
手
は

有
っ
た
の
で
す
。
２
回
目
の

メ
ー
カ
ー
へ
の
電
話
で
見
事

解
決
し
復
帰
し
た
の
で
す
。

さ
す
が
メ
ー
カ
ー
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
。
デ
ー
タ
消
滅
も
な

く
復
帰
で
き
た
の
で
す
。

「
指
紋
認
証
」
に
頼
り
す

ぎ
、
人
間
の
作
っ
た
機
械
に

人
間
が
使
わ
れ
る
と
い
う
、

し
ょ
う
も
な
い
落
ち
で
す
。

こ
の
頃
の
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ

も
高
度
な
技
術
が
満
載
で
す

が
、
ひ
ょ
っ
と
し
て
「
指
紋

認
証
」
機
能
付
が
出
る
か

も
。
本
人
以
外
シ
ャ
ッ
タ
ー

が
作
動
し
な
い
な
ん
て
ね
。

安
全
な
は
ず
が
返
っ
て
不
便

に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
。

自
分
の
カ
メ
ラ
な
の
に
。

最
後
に
、
前
段
の
Ｐ
Ｃ
の
復

帰
方
法
に
つ
い
て
対
応
を
知

り
た
い
方
は
個
別
に
お
話
し

い
た
し
ま
す
。

メ
ー
ル
で
（
メ
ー
ル
：

a
s
a
m
f
u
m
@
d
o
c
o
m
o
.
n

e
.
j
p

）
ま
で

（
二
〇
一

五
年
三
月

丸
山
慎
一
）

報
道
写
真
展
の
新
聞
広
告
を

目
に
し
た
方
も
多
い
と
思
う
。

こ
れ
は
日
本
新
聞
博
物
館
恒
例

の
企
画
展
で
、
例
年
１
月
か
ら

３
月
に
開
か
れ
て
い
る
。

日
頃
目
に
す
る
報
道
写
真
か

ら
、
１
年
間
の
優
れ
た
写
真
を

紹
介
す
る
も
の
で
、
感
動
も
新

た
な
も
の
に
な
る
。

こ
の
新
聞
博
物
館
は
日
刊
新
聞

発
祥
の
地
で
あ
る
横
浜
に
あ
り
、

新
聞
の
歴
史
、
作
成
過
程
、
他
多

く
の
資
料
が
分
か
り
や
す
く
展
示

さ
れ
て
い
る
。

ピ
ュ
ー
リ
ッ
ツ
ァ
賞
の
沢
田
恭

一
の
「
安
全
へ
の
逃
避
」
な
ど
半

世
紀
近
い
時
が
セ
ピ
ア
色
を
加
え

胸
に
迫
る
も
の
が
あ
る
。

１
９
８
４
年
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
用
い
た
ソ
ニ
ー
の

デ
ジ
カ
メ
（
マ
ビ
カ
）
、
ニ
コ
ン

Ｆ
３
の
後
ろ
に
ア
ダ
プ
タ
ー
を
介

し
て
Ｃ
Ｃ
Ｄ
を
セ
ッ
ト
し
た
電
子

ス
チ
ー
ル
カ
メ
ラ
（
Ｄ
Ｓ
Ｃ
ー
１

９
９
１
）
な
ど
歴
史
を
感
じ
さ
せ

る
も
の
だ
。

横
浜
を
訪
れ
る
機
会
が
あ
っ
た
ら

立
ち
寄
る
の
も
良
い
だ
ろ
う
。

横
浜
市
中
区
日
本
大
通
り
11

横
浜
情
報
文
化
セ
ン
タ
ー
内

Ｊ
Ｒ
関
内
駅
か
ら
徒
歩
10
分
。

み
な
と
み
ら
い
線
「
日
本
大
通

り
駅
」
、
情
報
セ
ン
タ
ー
口
直
結

開
館

10
時
～
5
時

月
曜
休
館

（
秋
葉
健
一
）

「
写
真
展
の
上
手
な
見

方
に
つ
い
て

最
近
は
写
真
展
が
あ
ち

こ
ち
で
開
か
れ
て
い
ま

す
。

仙
台
市
内
に
あ
る
主
な
会

場
と
し
て
は
、
電
力
ビ
ル

の
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
、
富

士
フ
イ
ル
ム
、
ニ
コ
ン
、

キ
ャ
ノ
ン
、
メ
デ
ァ
テ
ー

ク
等
、
又
市
内
中
心
部
よ

り
少
し
遠
い
が
宮
城
野
区

中
野
榮
に
あ
る
フ
ォ
ト
ギ

ャ
ラ
リ
ー
「
写
真
蔵
」
な

ど
沢
山
あ
る
の
で
見
る
の

に
不
自
由
は
し
ま
せ
ん
。

出
展
し
て
い
る
の
は
、
プ

ロ
作
家
、
ア
マ
チ
ュ
ア
、

グ
ル
ー
プ
、
個
人
な
ど
で

す
が
、
見
に
行
く
場
合
は

い
ず
れ
も
、
初
日
の
朝
一

番
は
空
い
て
い
る
の
で
、

そ
の
時
間
を
狙
っ
て
行

き
、
一
通
り
見
終
っ
た
ら

会
場
の
入
り
口
に
居
る
作

家
、
受
付
の
方
に
お
話
を

伺
う
等
・
・
・
プ
ロ
の
写

真
家
だ
っ
た
ら
種
々
と
質

問
し
て
み
る
の
が
良
い
で

し
ょ
う
。
場
合
に
依
っ
て

は
私
た
ち
の
知
ら
な
い
業

界
の
ウ
ラ
バ
ナ
シ
な
ど
聞

け
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

こ
れ
が
又
面
白
い
、
そ
し

て
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
持

つ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
私
の
体
験
で
す

が
、
あ
る
写
真
展
で
プ
ロ

の
写
真
家
に
質
問
し
た
と

こ
ろ
、
人
を
馬
鹿
に
し
た

態
度
で
接
し
ら
れ
大
変
不
愉

快
な
思
い
を
し
た
事
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
以
後
そ
の
プ
ロ

の
書
い
た
記
事
、
又
写
真
集

等
手
に
取
る
こ
と
は
な
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

と
も
か
く
写
真
展
を
見
に

行
っ
た
際
に
は
、
何
か
自
分

に
役
立
つ
も
の
を
学
び
と
っ

て
く
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

た
だ
見
に
い
っ
た
だ
け
で
は

勿
体
無
い
。

又
、
会
場
に
は
メ
モ
ノ
ー

ト
が
置
い
て
あ
っ
た
ら
一
言

で
良
い
の
で
何
か
気
付
い
た

こ
と
を
書
い
て
く
る
の
も
良

い
と
思
い
ま
す
。

余
談
に
な
り
ま
す
が
、
以

前
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
で
開
催

さ
れ
て
い
た
、
あ
る
写
真
ク

ラ
ブ
の
写
真
展
の
こ
と
で

す
。
展
示
さ
れ
て
い
た
一
枚

の
写
真
に
大
変
驚
い
た
事
が

あ
り
ま
す
。

そ
の
写
真
は
、
元
滝
の
石

の
上
に
き
れ
い
な
苔
が
生
え

て
い
る
そ
の
苔
の
上
に
女
の

人
が
上
が
り
Ｖ
サ
イ
ン
を
し

て
い
る
も
の
で
し
た
。
一
度

荒
ら
さ
れ
た
苔
は
元
に
戻
る

迄
に
何
年
も
か
か
る
の
で
マ

ナ
ー
違
反
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
を
大
勢
の
人
が
見
に
来

る
会
場
に
展
示
す
る
の
は
控

え
た
方
が
良
い
と
考
え
ま

す
。

又
、
元
滝
で
撮
影
時
、
マ
ナ

ー
違
反
の
行
動
に
気
付
い
て

い
た
ら
、
同
行
し
た
仲
間
が

注
意
す
べ
き
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
私
は
会
場
の
メ
モ
ノ

ー
ト
に
「
こ
の
写
真
は
展
示

す
べ
き
で
は
な
い
旨
理
由
と

共
に
」
記
し
ま
し
た
。

写
真
展
会
場
で
特
に
注
意

す
る
事
。

展
示
作
品
の
批
評
は
し
な

い
こ
と
。

「
こ
の
枝
は
な
い
方
が
良
い

と
か
、
色
が
濃
い
薄
い
と

か
」
大
き
な
声
で
話
さ
な
い

こ
と
。

会
場
に
入
る
時
は
見
せ
て

い
た
だ
く
と
言
う
気
持
ち
が

大
切
で
す
。
写
真
鑑
賞
の
楽

し
い
時
間
を
過
ご
す
た
め
に

も
軽
く
会
釈
ぐ
ら
い
の
挨
拶

も
必
要
で
は
と
思
い
ま
す
。

以
上
、
常
識
的
な
こ
と
で

す
が
記
し
て
み
ま
し
た
。

今
ま
で
の
文
章
す
べ
て
、
話

を
す
れ
ば
た
い
し
た
時
間
で

は
な
い
の
で
す
が
、
文
才
の

無
い
私
で
は
わ
か
り
易
く
書

く
こ
と
が
出
来
ず
、
又
失
礼

の
段
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

雑
感
「
森
で
写
真
を
撮
る
」
と
い
う
こ
と
と

佐
々
木

康
照

大
和
町
・
升
沢
の
森

に
通
う
よ
う
に
な
っ
て
か

ら
、
か
れ
こ
れ
２
０
年
近

く
と
な
る
。
は
じ
め
は
、

森
の
案
内
人
・
桜
井
洋
次

氏
に
つ
い
て
歩
き
回
っ

た
。
手
あ
た
り
次
第
に
写

真
も
撮
っ
た
が
、
そ
れ
よ

り
も
、
森
の
中
で
弁
当
を

た
べ
た
り
、
沢
に
入
っ
た

り
す
る
こ
と
が
無
性
に
楽

し
か
っ
た
。

雪
解
け
と
芽
吹
き
の

春
、
柔
ら
か
い
ブ
ナ
の
新

芽
が
萌
え
る
こ
ろ
は
心
が

弾
む
。
雨
の
季
節
は
霧
が

煙
る
幻
想
風
景
が
た
ま
ら

な
い
。
そ
し
て
厳
し
い
冬

が
訪
れ
る
と
、
雪
面
の
輝

き
と
カ
モ
シ
カ
や
野
ウ
サ

ギ
、
キ
ツ
ネ
、
テ
ン
な
ど

の
動
物
の
足
跡
が
夜
の
間

の
生
き
生
き
と
し
た
活
動

の
姿
を
教
え
て
く
れ
る
。

そ
ん
な
森
の
姿
を
写
真

で
伝
え
た
い
と
思
い
頑
張

っ
て
き
た
つ
も
り
だ
が
、

よ
く
考
え
て
み
る
と
、
そ

れ
は
無
理
な
こ
と
で
は
な

い
か
と
考
え
て
し
ま
う
。

な
ぜ
な
ら
、
写
真
で
は
表

現
し
き
れ
な
い
も
の
が
森

に
は
あ
る
。
森
の
中
で
感

ず
る
空
気
感
・
気
配
・
美

し
さ
・
不
思
議
さ
・
匂
い

・
怖
さ
な
ど
で
あ
る
。
こ

れ
ら
は
目
に
映
る
も
の
と

い
う
よ
り
は
、
五
官
（
五

感
）
で
受
け
止
め
る
も
の
だ

と
思
う
か
ら
で
あ
る
。

昨
年
６
月
の
初
の
個
展
で

は
、
船
形
山
麓
の
森
の
風
景

を
観
て
い
た
だ
く
コ
ー
ナ
ー

を
つ
く
っ
て
み
た
の
だ
が
、

日
頃
森
で
感
じ
て
い
る
も
の

を
な
か
な
か
伝
え
き
れ
な
い

も
ど
か
し
さ
を
覚
え
た
。
出

展
の
た
め
に
、
撮
り
た
め
た

フ
イ
ル
ム
を
整
理
し
な
が
ら

も
、
断
片
的
な
コ
マ
の
羅
列

に
な
っ
て
し
ま
い
そ
う
で
、

伝
え
る
こ
と
の
難
し
さ
を
痛

感
し
た
。

「
だ
が
待
て
よ
」
と
心
の

中
の
自
分
は
言
う
。
「
た
か

だ
か
２
０
年
ほ
ど
の
間
に
少

し
ば
か
り
森
に
入
り
、
写
真

を
撮
っ
た
程
度
で
、
大
層
な

こ
と
が
で
き
る
筈
が
な
い
で

は
な
い
か
。

も
っ
と
も
っ
と
努
力
を
重
ね

て
か
ら
も
の
を
言
え
」
「
き

っ
と
、
い
つ
か
は
伝
わ
る
写

真
が
撮
れ
る
は
ず
だ
」
と
。

そ
う
か
、
も
う
少
し
続
け

て
や
っ
て
み
よ
う
。
五
感
を

研
ぎ
澄
ま
し
て
自
然
の
営
み

を
受
け
止
め
よ
う
。
森
が
醸

し
出
す
吐
息
を
感
じ
な
が

ら
、
写
真
表
現
を
工
夫
し
て

み
よ
う
。
反
省
す
べ
き
は
、

写
真
を
撮
る
こ
と
に
気
が
入

り
す
ぎ
て
、
「
感
じ
る
」
こ

と
を
忘
れ
て
は
い
な
い
か
。

あ
り
の
ま
ま
の
自
然
に
対

し
、
謙
虚
な
気
持
ち
を
失
わ

ず
、
ま
ず
は
カ
メ
ラ
を
持
た

ず
に
森
を
ゆ
っ
く
り
と
歩
い

て
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。


